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４ 研究開発プロジェクトの概要 

現行の日本における自動車運転普通免許の取得・更新基準(視力・視野)では視野障害など

で事故を起こす恐れのある人が免許取得・更新できてしまうという問題がある。高齢者など

では視野障害者が免許交付、更新時にチェックされる方向で調査研究が進んでいる。その一

方で、取得・更新できない人の中には先進安全技術のサポートがあれば運転できる人が多く

含まれる可能性があり、そこには生活を支える確かなニーズがあるにも関わらず、今後、運

転できない仕組みになる可能性がある。交通網の発達した都心部と比べ、代替手段が乏しい

地方では、運転の可否と仕事継続ひいては生活困難が密接に関連している。運転ができなく

なることは地方において即就労の機会を奪われることにつながり、２００万人いると言われ

る軽度視覚障害（ロービジョン）の方々の活躍の場を奪うことは社会経済に取っても損失で

ある。これらの人を救うために「自動運転の実現に向けた制度面の課題検討等の取組の推進」

が必要であると考える。 

自動運転を視覚障害者に適応してリスクの軽減を図る必要がある。本プロジェクトではど

の程度の視野障害、視力障害までが、自動ブレーキなどどのような安全対策で事故を回避で

きるかをドライビングシミュレーターでデータを蓄積する。その結果をもとに特性等に応じ

たきめ細やか運転免許制度を作り、限定免許を交付することでロービジョン者が運転を継続

できる社会にする。また、ロービジョンで用いる「白杖」は、使用者の必要性だけでなく、

周囲への周知による安全確保にも重要な役割を担っているが、自動運転と手動運転混在時に

は、「白杖」に変わる「視覚障害者が運転する自動運転車であることが一目で分かる印（しる

し）をもった直感的な車両」も合わせて考え、ルールを整備していくと自動運転の安全確保

につながるのではないかと考える。移動弱者支援は、①「ロービジョンの就労確保」という

大義や必要性を明示できる点、②車における「白杖」をつくりあげて「車社会におけるバリ

アフリー」の実現を目指し、③諸事情で困難な都市部における国内自動運転開発を地方で先

行して行う点などから、「１億人総活躍社会」の一翼を担うとともに先端技術開発と世論のか

い離を防ぐ一手として有用であると考える。 

このプロジェクトが成功する事によって、１）これまで隠れたリスクとなっていたロービ

ジョン者の運転が安全となり、また２）視覚障害は何もできないと思われ、就労も困難な現

状の社会の無理解を正すことができる。こうして視覚障害者でも安全なシステムを構築する

ことは、３）世界でも日本の自動運転システムの安全性倫理性をアピールすることができ、

世界に信頼され誇れるシステムとなるであろう。 
 

 

 


